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ドイツ機械工業の発展とレーヴェ社新工場

一一第 1次大戦前ドイツ機械工業の発展と工場改革(1)一一

幸田亮

は じ め に

r'i(かろう悪かろう bil1ig und 8chlechtJD，これが1876年フィラデルフィ

ア万国博覧会にお付るドイツ製品， とりわけ機械製品に対する専門家の評価で

あった。ここには，ようやく産業草命を終え，普仏戦争後の創立熱狂時代から

一転して「大不況」に突入した時点でのドイツ資本主義の工業生産力の低位性

が端的に示されている。当時， ドイツ製品 kほ粗悪品の代名詞であった。とこ

ろが時移勺て第 1次大戦末の1918年には同時代人レーニンの眼に， ドイツ資本

主義は. r残虐な帝国主義とならんで，最新の機械制工業ときわめて厳密な記

帳と統制とにもとづく規律，組織，整然とした協力の原則を具現している」幻最

先進の資本主義的大工業の国と映じたのであった。ここに象徴的に示されてい

るドイツ帝国主義の飛躍的生産力発展の深部に進行した事態はいかなるもので

あったのか。 r大不況」終斎後から第 1次世界大戦前にかけてのドイツ資本主

義の帝国主義への転化・確立期に評価が逆転し，すぐ後に見るように，急増す

る輸出品目の中でも 19日8年以来筆頭をなすに至わ，いまやアメリカ，イギりス

の機械輸出をも凌賀するに至ったドイツ機械工業川土どのような生産力基盤を

もっていたのであろうか。とりわけ r半時にあっても一国産業の母体となる

重要性を持ってゐるが，戦時にあっτは平器製作の機械として戦争の最後的死

1.) E. Barth， Entτ:vicklungslinien d町 deutschenMaschinenbauindustrie乞on1870 bis 

1914， Berlin 1973， S. 49f 
2) νーエソ「今日の主要な任務J1918年，邦訳『レ ニン全集』第27者.163ヘ ジ。

3) 本稿で言う「ドイツ機械工業」には電気機械工業は含まれない。
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命士制する」ω工作機械工業は，第 1次大戦前ドイツ機械工業の中でも最も重要

な位置を占めたが，その発展の深部に進行したのはいったいいかなる事態であ

ったのか。

これまでのわが国における研究史を振り返ってみると，産業革命期ドイツ機

械工業については比較的多くの研究成果が生み出されている。しかし，その後

の躍進期の併究に関しては，わが国におけるドイツ機械工業史研究の端緒を聞

いた大野英二氏の論文と故熊谷 男氏の研究ノートが1960年代前半に出された

後，ほとんど進展を見ていないへ丙者共通に見られる姿勢は，機械工業の分

析にあたってもただそれだけを独立して取りあげるのではなく，常に「イッ資

本主義， ドイツ帝国王義の全体像把握の一環として位置づけられていることで

あるo もとよりこの点は十分に継承していかねばならない。しかし，両者にあ

ってはその全体像があまりにも「ユンカー的=半封建的」なものに刊きつけら

れすぎていた， と言えはしないだろうかの両者の論点を要約的に整理すると，

当時のドイツ機械工業の特質は，第lに，資本の組織化の未確立，すなわち独

占形成の遅れ，第2に，製品の多様性，換言すれば注文生産が主であり，大量

生産方式の導入が遅れていること，第3に，中間親方制，内部請負制の根強い

残存，この 3点にあることになる。たしかにこのような側面も見出される。し

かし，こうした整理は， 19世紀末から第 l次大戦前にかけてのドイツ機械工業

の最大の特色たる「追いつき追い越す」という急発展の内実を十分に説明しき

れているだろうか。

従来のこうした研究史を踏まえ，先の課題を解明してい〈には労働，市場，

4) 奥村正二『工作機械溌達史』科学主義工業社， 1941年， 1ページ。
5) 大野英二「ぺルリン機械工業における労働関陣J ，経手持省叢』第"'巷第6号.1%1年，第89巻
第1号， 1952年，後に，大野英二『ドイツ資本主義論』未来社.1955年所収。熊容 男「独占資
本主義段階におけるドイツ機械工業¢分析視角一一『独占資本』と『非独占資本』との関連に関
オる準備作業 J r韓世論集， (明治大空)館山巷第4号;-， 1963年内また，経世学の分野から
この時期の機械，鉄工業における賃金制度の変化に目を向けたものとして，今野畳「ドイツ工業
における近代出来高制の成立についてJ r武蔵大予言信長』第16巻第4，5， 6号， 1963年があり，
また労働湿動史かbの研究と Lて，坪郷実「ドイツ第二帝制末期の労働者偉』への接近(1) ペ
ルリン機械工業J.法政論集， (北九州大学〕第9巻第1号， 1981年が続行中であるロ
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金融問題をはじめ多面的な研究が必要なことは言うまでもない。本稿並びに続

稿ではこの点に留意しつつ，生産の具体的展開の場として工場に視野を限定し，

まずは工場レベルでの生産カの具体的内容を明らかにしたい。その際，ケース

ユタディとして当時のドイツ工作機械工業の指導的企業であっただけでなく，

武器，電機工業の発渓にも大きく貢献し， ドイア金融資本成立過程でも重安な

役割を果たしたベルリンのノレートヴィヒ・レーずェ社 LudwigLoewe & Co 

A.-G.， Berlin主取りあげフッアン通り HuttenStrの新工場の分析を行うこと

とする。

ここで，工場分析にあたっての分析視角が問題となる。資本主義のもとでの

労働は資本のもとでの賃労働として実現され，商品としての労働力の売買は，

他の全ての商品同様 r対等」で「自由」な交換を通ιて行われ，ここに資本

は労働力商品の自由な処分権を手に入れる。しかし生きた人格と不可分なも

の Fしての労働力の自由な処分は，当該期間の他人労働に対する専制的支配を

意味する。それゆえ，資本主義のもとでの生産の支配的な単位である工場は，

労働に対する「資本の専制的指揮権」貫徹の場として捉えることができる。な

お，ここで用いる「専制的」という概念は半封建的とか家父長的とかいう意味

ではなし商品交換「それ自身の性質から生じる」従属関係を意味する概念で

ある"。

このように，資本の専制的指揮権という概念を軸に工場を捉える新しい視角

から問題に接近すると，工場は，第 lに，生産の客体的要素としての機械体系，

第 2に，主体的要素としての労働力編成・統轄，第3に，両者の組み合わせか

6) 従来，わが困における西洋桂済史研究では，一方で， r二重の意味で自由な労働者」の解釈に
おいて封建問，経済外的強制からの自由に力点を置きがちであり，他方で， とりわけ産業革命以
降の機械制大工業の分析において， そζでの生産の社会化， 労働の社会{cを経営の合理化とし、
う観点から捉える傾向が強かったと思われる。これらに対する批判を含めてマノレグスのいう「資
本の専制的指撒権」概念を資本主義分析のひとつの豆要な概意として位陸づけなおしたものとし
て，尾崎普治「資本主義から社会主義へ一一『石定の否定~の問題に土せて一一一J ~経済1 1975 

年6月号，同「所有変革と『階扱としての労働者』 資本主義から社会主義へ(続)-J同よ
1978年5月号参照"なお， r資木の専制的崎揮権]概念を最初に西欧牌簡単旬研究に適用したもの
として清水克洋「産業革命期フランスにお吋る労働者の貧困問題 ヴイレルメ調査報告の検討
生中，1')に J ~経済論叢』第127告第2， 3号， 1981年喜開。
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らなる工場内分業を資本が把握するための工場記帳制度，この 3つの契機から

構成されていると考えられるヘ

工場の 3契約との関連で，本稿並びに続稿が依拠する基本的な文献資料を簡

単に紹介しておこう。まず，同社の工場改革を， ドイツ機械工業における先駆

的な合理化という観点から研究したものとしてずェーゲレーベンの著作"'が存

在する。これは，かのドイツ合理化運動の開始時点、の1924年に， ドイツにおけ

る科学的工場管理導入の先駆者であったレーグェ社の諸改革を詳細に検討し，

合理化のいわばレーヴェモデんを示したものである。第 1の契機，すなわち機

械体系に関しては，新工場設立直後にアメリカ， ドイツの技術者むけ専門誌ω

がそれぞれ詳細な見学レポートを載せている U その他，取締役ヴアルトシ品ミ

ヅトのベノレリン商科大学での講演記録などエωも利用できる。第2の契機，労働

7) エ場町 3契成についに少しく政宿すればζ うてある。第 1に，マユユンアグテユ78'J7t業が個

々の労働者の熟練に基づき編成されていたのに対し，機械制大工業のもとでは「総過程が客観的

に それを構成する諸段階に分解さ札るJ (マルクス『資本論』第l巻「マルクス=エングル

ス全集』第23巻496ペ ジ〕のであり，苦手工程の相互連関は客体としての機械体系の有する強制

進苛性として現われる.資本の専制的性格は，ここでは機械そのものの自動性として現われる。

第2の労働力編成統轄に関Lて仕，機械体系の発達は労働者から熟瞳世.労働の内実を奪い取

り，彼を単なる機械の付属物に変え，資本田もとに労働者を隷属させる。周時に「生産過程の精

神的な諸力が手の労働から分離」し. r労働に対する資本の権力J(向上553ペ ジ〉に変わり，

資本は一方で指揮植を一元的に掌握すると同時に， 他方で指揮機能を産業士官，下士官に分割

し.-1:場内の労働力統轄は「ひとつの兵営問な規律J (同上553~554ベージ〉とし℃現われる園

第3は，以上の而契機が合体して行われる生産過程の正確な貨幣計算である。剰余価値取得を目

的とする資本主義生産はその指標となる記帳制度を発達させる.とくに回世紀末から20世紀初頭

にかけて工業会計上，原価計算方法が急発達を遵げ，生産過程が利益を基準に事前に算出された

標準数値で統惰されるようになる.以上の 3契機は一体となって工場を構成すると同時に，工場

内の資本 質労働関慌の，生産過程レベルでの個々の局面を示すものでもある相

8) F. Wegεleben， D日 Rationalisierungim Deutschen ~耳石油田ugmascmnenbauind.吋ηeー

Dargestellt am. BeistIel bei Ludwig Loewe & Co. A.-G.， B町 lin，BerHn 1924 
9) “Eine Moderne Maschinenfabrik " Zeitschrift des Ver出 ηesdeulscher lngenieure (Z. 

V. d. 1.) Bd. 43， 1899 (以下 "EineModerne Mao;chin叩 fab:rik"と時).“TheNewWurk

shops of Ludw. Loewe A.-:-G.， Berlin" Ame'lτ'can Machinist (A. M) 22 1899 (以下

“The New Workshops" と略〕。

10) W. Waldschmidt，“Die Organisation einer modernen Werkzeugmascrunenfabrik" Ge-

werbliche Ei昨 elvortrageGehaltens同 derAula der H，由ldlshochschuleBerlin. Berlin 

1910 (以下 W.Waldschmidt." Die Organisation" と時). W. Waldschmidt.“Leitende 

Ideen beim Bau der Fabriken， amerikanische Arb巴itsIllethodenund Arbeitereinrich 

tungen" Blatte;ザ furvergleichの1deReichs日 usenschaftぉ;nd Volks叩」河schaftslehre，，/' 
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力編成・統轄に関しては， lmp年のヲイヘノレトの実態調査に基づく著作1吋 清

用である。ライへルトは，工場内での各部門ごとの労働関係の差異に鋭〈注目

している反面， ζ こでは工場の中核をなす機械・工具製造部の重要性が見落と

され同部門の独自的分析が欠落しているため，他の文献資料で補完する必要が

ある。第3の工場記帳制度に関しては， ロリエンタールの著作山が格好の素材

を提供している。これは1907年当時， レーヴェ社で用いられていた工業会計制

度乞各種伝票から貸借対照表に至るまで 134枚の図とともに一挙に公開した

ものとして画期的な意味をもち， ドイツの工業会計四発達に大きな刺激を与え

たものである。ただし， リローンターノレは， レーずェ社でそれ以前に行われて

いた記帳方法や他の会社のそれについて全〈触れていないため，この点も他の

資料で補完する必要がある。さらに以上の資料を補うものとして年代の異なる

4冊の社史， もしくはそれに準ずるもの日が利用できる。

以下では，まずドイツ工作機械工業の発展過程を概観し，その中でのレーヴ

z 社の位置づけを見た後， 3つの契機それぞれについて検討を加えることとす

る'"

¥，.1907 (以下 W.Waldschmidt，‘ Leitende Ideen"と略〕。
11) H. Reichelt， Die Arbeite門 erhaltnissein ei舟enτBerlinerGrosbetrieb der Maschi-

含Zω'lin品 strie，Berlin 19日6

12) J. Li1ienthal， Fabrikorganisation， Fabrikbuchfi泊四mgund Selbst'kostenberechnung 

der Firma Ludw. Loewe & Co. A.-G.， Berlin. Berlin 1910 

13) 年代の旧い順に，Ludw. Lo町出 &Co. A.-G. in Berlin， Denkschrift向 sAnlass des 
25 jah門:genB出 向hensιierGesellschaft， Bcrlin 1895 (以下 25Jah河 Loe=eと略)， G 

Tischert， A出品rEntwicklung des Loewe-Konzerns， Berlin 1911 (以下 Lo町 ιe-KOn
znη と略)0C. Matschoss u. G. Schlesinger， Ludw. Loec.ve & Co. Actiengescllschaft 

B，吋in1869-1929，Berlin 1930 (以下 50JahreLo仇veと略)QLoewe-Notizen 302・S叩

derdruck aus Anlass des 100jahrigen-Firme-Jubilaums am 7. Dezember 1969 (以下 100

Jahre LOeuJeと略)。
14) なお.本稿作成中に. M. Boτgmann， Betriebミfuhrμng，Arbei白bedingungenund die 

sozz"ale F，γ~gマ Eine U同 ersuchu1宙開rArbeiter-und Unternehmergeschichte in止γ

Berliner Mωch間的問中守的'eZUJuch刷 1870und 1914叩 terbes四 ulm官 Berucksich.

tigung der Gro.βbetricbe， Fronkfrut a. M. 1981 を入手したU と乙でも之りわけレ ゲェ社
町事例が重視されているが， その依拠している資料は本稿で利用したものと基本的に同一であ

り，本楠並びに統捕に変更を加えるものではないととを付言しておく e
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I ドイツ亡E作機械工業の発展とレーウ。ェヰ土

1 ドイツ工作機械工業の発展

第 1次大戦前ドイツにおける工作機械工業は次の 3点で重要な意義を有して

いた。第1に，工作機械は 1国の機械製造工業のマザーマシンとして，電機を

含む全ての機械の技術水準を決定する。第 2に，看過してならないのは，工作

機械製造工菜ぞれ自身，まだ自動車の大量生産が成立していない時期の卜イツ

機械工業における機械量産の指導部門のひとつであった ζ とである。工作機械

製造技術とそれ自身の皐産化の試みが，技術的に近縁のミ I ンや自転車，事務

機器，後には自動車の大量生産と絡みあッて， ドイツにおける互換性生産の発

達を促した叩。しかし，この点でより重要なのは武器生産との連関であり，こ

れが第 3点である。工作機械そのものが武器生産に用いられその性能を規定す

るだけでなし工作機械製造工場の有する精密加工技術は直接，武器製造を兼

営することを可能にするのであり，当該期においてもその多くの事例が見出さ

れる。 ドイツだけでなく，本来，工作機械の発達は武器製造と切り離してはあ

りえなかった'"。

ここで， ドイツ工作機械工業の発展過程を概観しておこう。それはドイツに

おける産業革命の展開とともに生まれてきたが，その発展史は第 1次大戦まで

に大きく 3区分できるm。第 1期は， 1850年前後から187昨前後までの圧倒的

にイギリス工作機械の影響下にあった時期である。産業革命の展開にともない

生じた工作機械需要は， 当初， イギリスからの密輸やそのコピー， 後には輸

入により満たされていったが，ょうー宇く 1860年代にドイツ工作機械工業はその

15) V gl. E. Barth，仏 a.O.，S. 3， S. 47f 

16) 工作惨府民生産E武器生産の密着を典型的に示Lている事例として，イギリスはウイットウォー
スJ.Whitworth，アメリヵではホイットニーE.Whitney旧活躍があげられる(さ Lあたり，
奥汁，前掲書41-53へ ジ参照〉。

17) B. Bux baum，“ Der deutsche Werkzeugmaschinen-und Werkzeugbau in 19 ]ahrhun 

dert" Beitrage zur G目 chichteder Technik und Indust円'e，Bd. 9， Berlin 1919の区分に

よる。
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「技術的素材的」国基礎をもっに至り，ケムニッツなどを中心に有力な製造業

者も生まれてきた。第2期は， 1870年代から世犯の交わりまでのアメリカ工作

機械への技術的依存の時代であり， とりわけ「大不況」後のドイツ工業全般の

急発展は工作機械への大量需要を喚起しアメリカ工作機械輸入に拍車をかけ

た由。第 3期は， 1900年間後セ境とするドイツ工作機械工業り自立.躍進旧時代

である。アメリノJ工作機械の脅威に直面したドイツ工作機械工業において，種

々の対応策がここにうち出きれる。工作機械総資本レベルでは，資本家団体と

して当初45社，翌年新たに21社を加えることによりほぼ主要なメーカーを網羅

したドイヅ工作機械製造業者連盟 Vereindeutscher Werkzeugmaschinenbau-

indust:Liellenが1898年に結成きれた加。 それに続雪1900年にはドイツ輸出入

統計上はじめて工作機械の項目が設けられ，ここにドイツ工作機械工業が工業

上の一部門として認められたのである'"。他方，個別資本レベルではこの時期

にほとんどの企業が工場の新設や大幅な工場改革を行っている。この中でも，

1898年にレーヴェ社が建設した新工場はひときわ目立っており，後に見るよう

にアメリカの専門誌で絶賛されたのをはじめ，世界中の機械技師，機械製造業

者の注目をヲ|いたと言っても過言でなかった。まさに， 1898年こそはドイツ工

作機械工業の自立への転換を示す年として極めて重要な意味をもっと言えよう。

この第3期のドイツ工作機械工業の姿をもう少し明らかにしておきたい。ま

ず，機械工業全体の中での工作機械工業の位置を見てみよう O 冒頭の課題設定

のところで触れたように， 1ω9世紀末から第 1次大戦前にかけてのトイツ機械

業町発展にはめざましいも白がbつた。そのひとつの指標として機械製品輪出

高む変化を示す第 1図から r大不況」後の1890年代なかばから1900年， 19日B

l町 A.Schroter u. W. Becker， Die deutsche /o;faschim，:{，ιba-uindustrie in der indust同 ellen

Revolution， Berlin 1962， S. 184 
19) 1899年に，アメリカ¢機勘輸出総額の40%をドイツが占め (E.Barth， a 仏口， S. 53)，工作

機械だけを取り出して見ても翌190年においてすら約14誌がドイツ向けであった(A.M.， 1901 
p. 578)。

20) F. Wolters， Die Wirtschaftliche Bedeutung der technischen Ent叫 'cM削.p;der耶 erk

Zéμ~gmasch問en und die deutsche Werkz;eugmaschinenindust円 e，Erlangen 1914， S. 139 ff 
21) Ebenda， S. 174 
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Beriin 1914， S. 17より作成。
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〔出所〕

年恐慌での中断をはさみつつも全体としての急速な伸びを見てとることができ

る22L さらに同図の示すドイツ，イギリス，アメリカ 3国の機械輸出入の比較

1912年にはイドイツ機械工業が輸出高において1908年にはアメリカを，

ギリスを抜いて一躍世界第1の機械輸出国になったことが分る。他方，

から，

同図が

まずもって各国ともにその固内市場を基表現する各国の輸入の横ばい状況は，

この点での 3国聞の微妙なゴJ量り相本的に押さえていることを示すと同時に，

ドイツとイギリス違をも陪示している。アメリカの自給率四高さと対照的に，

は一部の機械をかなりの水準で恒常的に輸入に依存しているのである。

ドイツにおける各機械ごとの輸出入を知るために第 2図を掲げよう。

22) なお， 1908年には全輸出品に占bる機械J製品の割合は 6.8目に連L，輸出筆頭品目になった
(Statistisch目 Jahrbuchfur das工)eut.，cheReichs. 3uJg. S. 222， 35Jg. S. 252)0 

ここで，



(輸出}

56 

48 ン

4，1 

40 

36 

32 

" 
24~ 諜気機問一

O 
1::101 02 

ドイツ機械工業の発展と ν グェ社新工場 く461) 9也

第2図 ドイツにおける機械貿易
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〈出占斤) G_ Schle.'lIng目“ DieStellung der deutschen Werkzeugmaschinen auf der Welt-

rnarkt" Z. V. d. 1， Bd 55， 1911， S. 2039 

これには，繊維機械 自動車などが含まれず，指標も重量という制約はあるが，

機械輸出の中で工作機械がいかに重要な位置にあるかが分る。また，工作機械

の輸出先について触れてお〈と，工作機械輸出総額に占める比率で1912年に，

オーストリア=ハンガりーが19，8%. ロ':/7が14.7%. フランスが12.9%. イタ

ロァが10.2%で，東欧， ロシアに統き西欧諸国にも強力に進出している加。

他方，同じ第2図が示す工作機械のドイツへの恒常的な輸入は何を意味する

のであろうか。これは，主にアメリプJ製品からなるのであり，その理出を知る

には具体的に工作機械機種別にド fツとアメリカの競争力を比較する必要があ

23) F. Wolters， a. a. 0.， S. 182 f.なお工作機国を含むドイツ機械製品がロシア資本主義にとっ
ていかに重要な意義を有していたかについては，伊藤昌太仁独露通商対立とロシア機械工業」
『商も者集J (福島大〕第四巻第3号. 1971年毒照。
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る。この点の格好の素材として， 1911年時点でのシュレジンガーの検討'"が存

在する。それによると，旋盤，ポール盤等の中型工作機械においては，性能で

両者等しく，価格でドイツ製品が1O~15%低廉であり，大型工作機械でも同様

の傾向が見られるが，他面，フライス艇では1905~191O年にか円てようやくア

メリカ製品に追いつくものが製造されるようになったばかりであわ，タレザト

旋盤，自動盤ではなおアメリカ製品の優位が維持され， ドイツ製品がそれに急

迫しつつある，という状況であった。

以上のことから""第 1次人戦前ドイツ工作機械工業の特徴は，特に大量生

産用工作機械においてアメリカに依存しつつ，旋盤を中心とする普及型工作機

械によってロレノア，東欧を中心に強固な市場を確保Lつつ，西欧諸問にも強力

に進出するという姿であった。ととには，後発ドイツ資本主義の生産力面での

急発展が端的に現われているし!帝国主義段階での不均等発展の一端が鋭く示

き士1ている。

2 レーヴェ社の発展

レーヴェ社は，商人，政治家として成功をおさめつつあったルートヴィヒ・

レーヴェ LudwigLoewe (1837 ~86) により， 1869年に設立されたヘノレリン

のノレートヴィヒ・レーヴ z ・ミ V ン製造株式合資会社 LudwigLoewe & Co 

Commanditgesellschaft auf Aktien fur Fabrikation von Nahmaschinen を

出発点とする。実際の製造に着手するに先立つて， レーヴェや主任技師らり一

行が1870年 1月25日から 4月3日までアメロカを訪れ，いわゆるアメリカンシ

ステムを詳しく観察L-， ドイツで最初にそ白導入を試みた白である。アメリカ

24) G. Schlesinger， a.仏 0.，S. 2092妊

25) ドイツ工作機械工業の地域的分布について見てみると， 1910年の主要工作機械企業の分布から

全体的には西部，中部ドイツの優位性がうかがえ，また，都市としてはヘルリ γ，ケムエヅツ両
都市への集中が顕著である (F.Wolters， a 仏 0.，S. 134)。ベルリ γにおける工作機械工業の

集中の理由2こしては，ベルリンが政治，軍事L金融の中心地であったことの他，ヨーロツハにお
りる鉄道綱の一大結節点として交通の要衡であったことがあげられる(渡辺尚，1870年代におけ
るドイツ資本主義の産業存在甚J W西伴史研究』新輯第 5号> 1974:年.149-152ページ毒照L
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の最新の工作機械や諸設備を導入して自信をもって開始されたミシン生産であ

ったが，当時のドイツ国内市場の狭陸さ，注文生産方式の根強き，価格，品質

国でのアメリカ製品の優位性などによ旬，当初期待された成果をもたらすこと

仕<，年々その生産高は減少し 79年には完全に放棄されて Lまった加。

ヨ ロッバにおいて最先進と呼ばれた優秀な設備はミ γ ンに代わって，武器

生産と工作機械生産に向けられることになった。武器生産は普仏戦争後の陸軍

軍備強化政策の時期の1872年に開始され，工作機械・土具生産も翌73年に， ド

イツ最初のアメリカモデル工作機械生産として重要な意味をもっプラット・ア

ンド・ホイッ「ー-Pratt & WhitDey Co.型工作機械生産士もって開始され

た。武器製造の比重は年々高まり， 75年には同社で生産された機械・工具類の

生産高が 634，000マルグであコたのに対し，小銃ー軍需品生産高は 5倍以上の

3，250，0口口マルクに達していた。代わって80年代前半には機械・工具類が著しい

伸びを示し85年にはその生摩高は2，000，000マルクに達した2"。その後，再び武

器生産が伸びるという具合に， レーヴェ社においては両者が交互に補完しあっ

て発展していったのであり，ここには工作機械生産と武器生産とが典型的に

体化している。 ドイツの兵器工業は1880年代， 90年代に急速な発展を遂げ，諸

外国からの注文も急増したのであるが， レーヴェ社の発展はまさにこの過程を

体現していると言えよう o 同社がドイツの兵器，工作機械工業に果たした役割

の指標として，従来その工作機械類をアメリカに依存していたドイツの諸兵器

廠がそれらをレーヴェ社の機械類に代えていったことをあげることができる則。

同社の製品は園内だけでなく東欧， ロシア， ヨーロッパ諸国を中心に広汎に輸

出されており，その概観は1895年までの武器，工作機械の大手供給先を示す第

1表から見てとることができる。ここには，工作機械の発達と武器製造がいか

に密接に絡みあっ℃いたかが明瞭に示されている。

同社の武器部門は単に自社のみにとどまら;'，資本の集中を通じ亡一層の発

26) 50 Jahre LOtnるe，S. 7任.F. Wegeleb町"a田 a.0.， S. 2B. 

27) B. Buxbaum， a. a. 0.， S. 31 
28) Ebend，ι， S. 49， 25.li“hn: Lo町 ι't'， S. 12 f. 
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第 1表 νーヴェ社町市場構造 (1895年まで〕

惨大量生産品(主に武器<供給先〉

71型小銃用照準 プロイセン州政府

か 拍筒子 ρ 

ρ 棺弾用信管 プロイセ γ，パイエルン州政府

棺弾用信管，時限信管 オストりア政府

陸軍用ピストル

" 
摺寂弾と信管絞錬

軽機関銃

砂糖工場用制御装置

71， 81型小銃用弾筒

マキ γ ム機関銃

88型小銃

ノラ

そーゼノレ90型カービン銃

ル 93型か

" 
月ケ

惨工作機械，大量生産用機械設備

ロシア政府

アルゼンチン政府

1"7-';ノア政府

イギリス政府

オーストりア政府

プロイセ γ，パイエノレン川政府

ドイツ海軍

プロイセ γ州政府

清国政府

アルゼンチ γ政府

スペイン政府 (250，日00丁)

ブラジル政府

テリ政府

0内舛の機械工場への工作横綱，機械電設備

く個数〉

約 1，000，000個

500，0口oIツ

750，000 I! 

350，0日口 ノノ

120，OC日丁

5，000 ノノ

町)，000伺

280丁

3，500 1問

1，000，000 汐

(個数不明〕

425，000 て了

350，000丁

0鋳貨用機械設備〔ドイツ， ロシア、ンガリー， トラシスグアール，朝鮮， コスタ

りカ〉

0火薬工場用機械設備〈ドイツ， スベイ γ，ボノレトガノレ〉

0銃器，弾薬，砲弾製造用機械設備

ドイツ ・・田シュパンダウ，エノレフル卜等り兵器廠，モーゼノレ社ほか

オ ストりア ー武器機械製造会社

ベルギー ・・共和国兵器会社 (FN)ほか

中国・・香港，上海等白兵器廠

スベイ Y…"オピドー， トV ドー兵器廠

デソマーク・ コベンハーゲγ兵器廠

ノルウェ ・ コングスベノレグ兵器廠

ノレーマニア ・プカ νスト，クロトセニ兵器廠

イギリ λ ・u バ ミンアプム小火器会社，コグスウェ ル・ハリソン社

アノレゼンチン u ・ブエノスアイレス兵器廠

チト ・サンチアゴ兵器廠

タイ ・パソヨヅグ兵器廠

〔出所") 25 Jahre Loewe， S. 12-14 
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展を遂げた。創業者の次弟イジドール・レ ヴェ IsidorLoeweが会社を取り

しきることになった1886年に， トルコ政府から50万丁の小銑を共同受注したの

を契機に，かのモーゼノレ銃で著名なそーゼル武器製造株式合資会社 Waffen~

fabrik Mauser Kommanditg田 el1schaftauf Aktien in Oberndorf a. N. rJ) 

全株を取得し傘下におさめた。さらに89年には弾薬製造のため，戸ーレンツ・

ドイツ金属弾薬製造所 die Deutsche Metallpatronenfabrik von Lorenz in 

Karlsruheを取得し，また同年には後の大兵器メ カーとなるベルギーの共和

国兵器会社 FabriqueNationale d'Armes de guerre im Herstal (通称 FN)

を設立している。このようにして同社は小火器と持薬の生産を結合し， ，小火

器生産の全技術を備えJ， ，，[仕界で最大，最良の銃器会社内となるに至ったの

である。

さらに，イジF'ーノレは19世紀末に急速に発展しつつあった電機事業をも見逃

さなかった。1891年にアメリカのトムソン・ヒューストン社 ThomsonHouston 

Electric Co. in Bostonと提携して電車を中心とした電機製品の製造に着手し，

電機製造専用工場を建設することにより本格的にこの部門も発展を遂げていく。

翌1892年には， トムソン・ヒューストン社とティッセン社 Thyssen& Co. in 

Muhlheim a， R の参加を得てウニオン電気会社 Union Elektrizitatsgesell-

schaftを設立し，三た94年にはウニオンの必要とする膨大な資金を調達するた

めに電気事業会社 Gesellschaftfur elektrische Unternehmungを設立してい

る。

以上の武器，電気事業の集積・集中の他に，アメリカ資本と協力して設立し

た大型上作機械製造会社であるドイツ・ナイノレス社 DeutscheNiles Werkzeug 

29) Loewe-Konzern， S. 23.νーヴェ祉は， ドイツやその他列強の軍拡需要のために生産Lな
かったら決して大コンツェルンになることはできなかったであろう。 レ ヴェ社は，あらゆ

る所へ武器製造用機械を供給し，自らも小銃，ピストノレ，弾薬砲弾等のあらゆる種類の小火器
を生産したJ(A. Lange， Berlin zur Zeit Bebels und Bismarks， BerHn 1972， S. 119')0同

社の火器の中で特に著名なのはそ ぜル銃の他にマキシム機関銃10，後にルガーピス}ルとし

て知られるに至るボノレヒヤルト自動拳銃である。両者ともに当時，極めて高い工作技術か要求さ
れたのであり，ここに同社の高U技術水準の 端が示されている o
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maschinenなどの機械会社も傘下におさめて，ドイツ金融資本成立史において. 
重要な役割を果たしたレーヴェ・コンツェルン LoeweKonzern叫が形成され

た。同コンツェノレンは，レ ずェ兄弟の末弟ジークムント・レーずェ Sigmund

Loeweが取締役として活躍していたイギリスのヴィッカース社 Vickers，Sons 

& Maxim Ltd とも人的，技術的に連携し，ヨ ロッパにおける死の商人が織

りなす綱の目のひとつの結節点。J役割を果たしつつ，内外の機械，電機工業。

発展に大きな役割を果たした。

1890年代後半に，工作機械部門で0 アメリカ製品との競争が激化したのにと

もないレーヴェ・つンツェルンは新たな対応策をうち出したu それは， νーず

ェ社自身。製造部門を工作機械・工具製造部門のみに限定し，武探，電機製造

部門をそれぞれ独古した子会社に分離すると同時に，自身は持株会社の役割を

兼ねてコンツェルンを統結するという内容であった。これにより，武器製造部

門は1897年にドイツ武器・軍需品会社 D剖 tscheWaffen und Munitionfabrike札

くDWM) に，電機製造部門は1899年に全両的にウニオンに分離された山。こ

の， DWM，ウニオンへの分離に際し，今後25年閉それらが必要とする機械設

備を νーヴヱ社に注文するという条件が付されたのをはじめ，コンツェル γ 内

での安定市場を背景に有しつつ，最新の工作機械製造工場の建設が着工きれた

のである。

以上のことから， ドイツ機械工業におけるレーヴェ社の先導的，中軸的位置

が一定明ら由通になった。そしてこの先導主は ζれから分析を加える新工場にお

いて最も明瞭に示されるのである。

30) rレ ヴェ・っ γツェルンは 一陣に銀行と工業との関係を見る場合にもドイツにおける最
も重要な工業グル プであるJ(0. Jeiclels， "Das Verhaltnis der deutscb印 Gm且bankenzur 
lndu:;trie mil besonderel-Derucksichtigung der EisenindustrieぺStaats-ul7d却 ，::ialu泊 SCnS

chaj出 cheForschungen， Bd. 24， Zweites Heft， Leipzig 1905， S. 243). ドイツ金融資本成
立史に関する研究でいち平〈レ ヴェ・コンツェルγの重要生を指摘されたのは大野英二氏であ
る(大野英二『ドイツ金融資本成立史論』有斐閣， 1956年， 90ヘ ジ以下参照J。斎藤晴造民は
レーヴェ社の「事業は時巳とともに変転」一貫した恥む企業というものはなく， .. ....J (斎藤
崎造『ドイツ銀行史¢研究』法政尤学出版局.1977年， 255ベ ジ〉と述べられているが， ζわし

は同社がドイツ機械工業の発昆に果たした役割を無視している点で正しくない。
31) F. Wegdeben， a.ι0.， S. 36f. 
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以下，新工場についてその機械体系，労働力編成，記帳制度の順で考察して

む、こう。

II 機械体系の変化

1 新工場の特色と機械体系

アメリカ工作機械の脅威に直面していた1893年に， レーヴェ社では経蛍首悩

や技削，職長から成る一行が渡米し，世界のトップ工作機械メーカーであるプ

ヲウン・アンド・シャープ社 Brown& Sharpe Co. を中心に最先進0)機械，

銃器製造技術を詳細に観察してきた。その後，著名なアメリカ人技師オーノレカ

ヅ! 日 F. L. Orcuttをも迎え，最新の工場制度について数年をかけて研究し，

その成果として1898年にベルリン北西部のモアピット Moabitに最新鋭の工作

機械製造工場を建設した。 この工場の画期性に注目したアメリカの技術者向

け奪門誌は次のような評価を与えている。すなわち Iベルリンのノレー「ヴィ

ヒ・レーヴェ社の新工場ほど，アメリカ人の関心をひきつけた工場はいまだか

つて世界中のどこにも建設されたことがなかったJ'へ と。また， 1900年 7月

に，アメリカ人とイギリス人の専門家約60名が新工場の見学に訪れ，その中の

1人でアメリカ人技師団の団長モノレガン C.H. Morganは， Iアメリカ式発想

american ideaJ が広汎に導入されていることに驚き Iアメリカにおいて，

この競争者に対抗するために我々もなんらかの対策をとらねばならない」叩と

発言してし、る。わずF数年前まではレーヴェ社自身，アメリカから一方的に学

ぶ立場にあったことはすでに見た。しかし，いまや事態は 挙に逆転した様相

を見せるに至ったのである。では，工作機械製造に関する指導者であったアメ

リカ人専門家に，これほどまでの注凶をひかせたレーヴェ社の新工場とはいか

32) “The New Workshops "， pp. 907 f 

33) “American Engineers in Berlin "， A. M 23 1900， p. 728 さらに， イギリス人の専門家
も. rこのように素晴らしく組織され設備を整えた工作機械皐駐量工場が，イギリスの地に存在L

ないのは残念このうえない」と述べτいるくT.R. Shaw， Lathes， Scre' W  Machines， Bo門 ng

and TwそtingMillsョ Manchester1903， p. 127)。以下の工場に配置する個々の事実は特に断
わらなし.Pll.り，‘ Eine恥10derneMaschinenfabrik "，“The New Workshops"による。
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なるものであったのか。

新工場のレイアウトを示す請3図から 3つの特色をみてとることができる。

第 1に，材料や半製品，製品の一方的で合理的な枕れを可能とする各部門の配

置と，それらを結合する搬送手段の整備立ある。工場の南側と東側に鉄道引込

線が敷かれ原材料な bびに製品の搬送作業を容易にしており，工場内は全長時

kmに達するアメリカ製の狭軌で結ぼれている。以上の物の流れと並んで，第

2に，指揮・命令の流れにも着目できる。工場の中枢に管理棟が位置し，他の

建物はとれを中心に配置きれている。管理棟は中央に製品倉庫を取り囲む3階

建の構造をもち，技術室 Techn isches buro，設計室，図面保管室，販売部など

を含んでいる。この建物の 2階の東西両側にある技術室からの指図は，渡り廊

下を通じて接続している機械，工具両製造部の計算室 Kalikulationsburoに直

もに伝えられ，そこから現場の職長，労働者へ伝えられ，また，各職場に関す

る情報は逆のノレートで計算室，技術室へ集中される。これは後に検討するライ

ン・スタッフ的管理機構のための物的基盤として重要な意義を有している。第

3に工場の建物そのものにも特色が見られる。各建物は縦，横，高さなどすべ

て統一の基準に基づいて建てられている他，工作機械配置のために床，天井と

もに特別の工夫が施されており，また事務用の部屋も作業用の部屋も生産計画

の変更に応じうるよう同ーの堅固な構造を有している。

きて，工場で直接に生産にかかわっているのは鍛造，鋳造，木型，機械・工

具製造部であるが，機械体系，労働力編成，工場記帳制度のどの点でも機械・

工具製造部が中軸的な位置にある。従って，以下でもここに分析の重点を置く。

機械製造工場の配置を示す第 4図から，それが長さ 112mに達する組立市

ノレに 3階建の建物が垂直に 3つ接続しているのが分る。工作機械の配置をみ

ると 1階に平面加工用の平削盤やポール盤 2階に円筒加工用の旋盤など，

3階にネジ等の部品を加工するためのタレット旋盤などが空間別に配置されて

いる。平岡加一仁品は 1階で北から南へ，円箇加工品も 2階で同様に移動しつつ

加工を受付，これら両主要部品に 3階で作られた部品，伝導装置が加えられ，
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第 4図機械製造工場の配置国 (1898年〉

タレット職場

詐孔職場
大型機械組立職場 大型フライス削職場

士型平削刊誌

小型平削聯点#

(出所〉 “Eine Moderne Maschinenfabrik"の記述より推定。

1階南側の組立職場で組立てられる。

-十

以上の新工場の機械配置と旧工場のそれと比べると新工場の画期性は明瞭で

ある。旧工場では，旋盤やボール盤，平削盤，特殊工作機械はひとつの大きな

空間に一緒に集められており，平面加工も円筒加工も同 空間で行われ，加工

品も一方的に流れていたわけではなかったw。これに対し，いまや合理的な加

工の流れを日J能とする機械体系が整備され，新たな分業と協業に基っく工場が

生み出されたのである。

このような新工場がレーヴェ社において誕生したひとつの背景は，同社がベ

31) F. Wegeleben， a ι 0.， s. 55 
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ノレリンの私企業として最も早〈電動機を導入していた経験であった。工場改革

にともない，動力機の面で蒸気機関から電動機へ，それにより伝導機構の面で

ベノレトを通した集中駆動方式からベルトを歯車の組合せによる個別・組別駆動

方式へ，また作業機の面でも旧型の工作機械から後に見るような新型の工作機

械への転換が行われ，ここに総体として，いわば新しい機械体系へ O~移行が見

出されるのである。このことは， すでに綿工業などに見られたような，資本の

権能が機械モーのものり白勤性となって労働者に対峠する形態が，機械製造工場

においても本格的に確立したことを意味する。

2 技術的発展

19世粗末から20世杷初頭にかけての時期は，世界の工作機械発達史上の一大

画期をなしているのとくに，アメリカにおける武器， ミシン，自転車，タイプ

ライタ一等の大量生産方式の発達は工作機械の発達を大きく促進し，フライ兄

盤やタレット旋盤，自動旋盤を生み出した。また，ガソリンエンジンや電動機

の発明もその製造のために精密加工技術を要求し，工作機械自身の精度向上を

促し，軸受け等の大幅な改良を引きおこした。これらの発明，改良の中でもア

メリカのテーラー・ホワイト高速度鋼の発明は最も大きな意義を有し，工作機

械の性能を一挙に引きあげると同時に，工作機械そのものの構造を高速運転に

耐えるための複雑で重量あるものに転換した8530

これらの新技術の導入にあたってドイツにおいてはレーヴェ社とそれに統い

てケムニッツのライネッカ一社].E. Reineckerが先頭に立っていた。レーヴ

ェ社新工場においては， 自社製のよ作機械の他に， フヲイス盤， 白動盤， 円

筒研削盤など多数心最新鋭工作機械士プラウン・アンド・シャーフ。社，プラヅ

上・アンド・ホィットー一社から輸入して設置しており，ここにマザーマシン

のアメリカへの相当の依存性を見出すことができる。

他面ではしかし，この基盤に立って独自の技術開発も行ってい〈。例えば，

35) 奥村，前掲書"119-127ペー凡ならびにダイヤモンド産業新書『工作機械11954年， 46-47ベ
ジ参照。
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先の高速度綱は1900年のパリ万国博覧会で初めてヨーロッパに紹介されたので

あるが， レーヴェ社はこれを入手してわずか4週間後には高速度鋼用の工作機

械の改良に成功しており，その後の高速度銅の普及に大きく貢献している叩。

また，工作機械の発達と切り離しえないものに測定工具の発達がある。これも

アメリカで王に発達したものであるが， レーヴェ社は，アメリカで発明された

限界ゲージ Grenzlehre，limit gaugeを1897年ドイツで長初に本格的に導入

し叩，後に触れるようその普及に大きな貢献を行っている。 般に，ゲージを

はじめ多くの新技術はアメリカで発明されたが，その科苧的で徹底的な研究は

ドイツの技術者に上ると言われている則。そのドイツの中でレーヴ z 社は先進

的な研究を行った会社であった。

以上の工作機械E測定工具の発達は，互換性大量生産の必要条件である。し

かし，工学用語で言う「はめ合い方式 PassungsystemJについての統ーがない

限札体系的，科学的な互換性生産は不十分にしか行われない。この「はめ合

い方式」とは，機械の穴と軸との寸法のわずかな違い方で堅〈なったり，緩く

なったり，ぴったり合ったりする組み合わせを系統的に定めたものであり，こ

の研究が当時レーザェ社の設計主任であったシュレジ Y ガ-G. Schlesinger 

によって行われた。これは先の限界ゲージと一体にして研究され， 1900年に「レ

ーヴェ限界ゲージ=はめ合い制度 Loewe-Grenzlehren-undPassungsystemJ 

が開発された。これは技術的に極めて優れていたため， ドイツ国内で AEG，

やダイムラ ， ポノレジヅヒ， シーメンス=ハノレスケ社など主要な機械，電機会

ネ上に採用され主こだけでなく， ヴィッカースネ土をはじめイギロス， フヲンス，ヘ

ルギー，ロシアなど内外 130社以上にほ用されていった則。

36) K. Wittrnann， Die EntzI.JIcklung der Drehl出品おszum Jahre 1939， DusseldorI 
1960， S. 103 

37) F. W叫 b叫 Gι0.，S川町，a.a. 0.， S 団従来の測定方法においては合

mmの誤差を捌定するのに多大の熟揮を必要としたのであるが， 限界ゲーシ町使用により不熟

捕工でも τOO""200ffi血の誤差を容易に測定できるようになったの1{.Waldschmidt，“Lei 
tende Ideen "， S. 9)。

38) Vgl. G. Schlcsinger， a. a. 0.， S. 2138， T. R. Shaw， ot. cIf.， p. 126 



ドイツ機械工業の発展とレーグェ社新工場 (473) 107 

さらに，これと同時にレーヴ晋社においてはシュレジンガーを中心に，部品

の規格化も追求されている。すなわち， 1901年には生産計画段階で規格部品

に関する情報を集中し， 合理的生産を計画する目的をもった規格部品室 Nor-

malienburoが，続いて， 1906年にはボルトやナット，ピン，座金などの製造

を専門に行ラ規格部品製造部 Normalienabteilungが10の職場に40台の工作機

械と 200名の労働者を擁して出発しており，どちらも， ドイツ機械工業におけ

る最初の試みとして重要な意義を有するのである叫。同社の先進的な規格化政

策は，製品や工具，材料の他に設計の規格化を含んだものであれ 「レーヴェ

規格 LoeweN OTmen Jとして，これも先のはめ合い制度とともに内外の多くの

工場に普及していった。そして両者ともにドイツ規格化運動に大きな影響を与

え， ドイツ合理化運動のひとつの技術的土台を提供していったのである山。

このように， レ ヴェ社は，それまでのドイツでは「その設計，製造には経

験豊かな親方，またはそれより少しま Lな技師で十分である」山と考えられて

いた工作機械製造技術を，科学の対象として取り扱い，体系的な研究を行った

先進企業であっ売。

3 生産の特化

以上の機械体系と長術的基礎の上に， レーヴェ社では生産面での特化 Spe-

zialisierungが進んでいった。生産の特化という概念をさしあたり， ヴェー

ゲレ ベ γの使い方に従っておくと 43九それは機械の特化，製品の特イL 職場

の特化を含んでいる。

まず，機械の特化はすでに触れたように，工作機械の発達によって大工業に

おいて汎用工作機械の諸機能が分割きれていくことを意味する。例えば，汎用

旋盤の機能は荒削盤，二番取り旋盤， タレット旋盤，自動旋盤などに分割され，

39) F. Wegclcben， a. a. 0.， S. 79ff 

40) Ebenda 
41) Ebenda， S. 7G， 79 

42) G. Schlesinger， a. a. 0.， S. 2040 
43) F. Wegeleben， a. a口， S. 50任
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これにより旧来の熟練旋盤工の職能がタレット旋盤工や自動盤工などの半熟練

工により代替される部分がますます大きくなっていった。

第2の製品の特化は，さきの機械体系，技術的発展を基礎に互換性原理に基

づく量産が本格的に導入されたことを意味する。レーずェ社においても以前に

は注文生産方式をとっていたため，その製品種類は多種類にわたっていた。そ

れが，新工場への移転と同時に導入された見込生産により約30種に限定される

ようになった。この製品種類は大きく 3つに分類できる。第 lは工作機械類で

あり，各種旋盤やソライス盤，ポール盤，タレット旋盤，自動歯切盤，立亡向Ij

り盤を合む。これらり特色は，広汎な市場を対象とする中，小型工作機械類だ

ということである。第2は工具類であり，ネジタップやバイト，フライス，ゲ

ージ，チャック，万力，その他の特殊工具が含まれ， レーずェ社の工具も工作

機械と同様に質の良さで定評があ「売。第3は，機械や工具，部品の製造を行

う機械設備一式であり，その中には例えば，自転車や自動車，武器製造用の大

量生産設備も含まれる州。

新工場において，先に見たような互換性生産のための技術を背景に，受注生

産から見込生産への決定的な転換が行われた。その後，恐慌後に製品種類の増

大傾向が現われたものの， 1906年には特殊機械製造部を別に建設し，注文生産

を明確に分離する ζ とにより見込生産における生産性を高めていった。この傾

向はその後も続き，第 l次大戦中には巨大な軍需に応じるためもあって機械製

造用の第3工場が建設され，量産型フライス盤とポール盤の生産がここに集中

さhていくのである山。

第 3の職場の特化は，機械体系の再編にともない労働者の職能が変化し，各

職場の職活内容が限定されることを意味するが，これについては具体的な労働

力編成，その統轄方法について工場記隈制度とともに稿を改めて検討しよう。

(1982. 3. 18) 

44) “Eine Moderne恥laschinenfabrik"，S. 1180. 45) F. Wegeleben， a. a. 0.， S. 52 


